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神戸港の紹介
＜神戸の経済・産業を支え、賑わいを創出＞

神戸市 港湾局 港湾計画課
令和5年3月14日

神戸市採用説明会資料
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１. 港湾の役割
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１．港湾の役割

（１）物流拠点

・ 日本はエネルギー資源の9割及び食料の6割を海外に依存

・ 自動車など製造品の輸出が日本の経済基盤

・ その中で港湾は日本の輸出入貨物の99.7％を担う

⇒港湾物流は日本の経済・国民生活にとって極めて重要な存在

（２）賑わい拠点

・みなとは人や情報、様々な文化が行き交う我が国の玄関口

・少子・超高齢化社会による都市間競争が激化

⇒人口減少社会において、魅力・活力ある都市の形成には

港湾エリアの発展が不可欠
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神戸市内の所得の合計
4兆5,527億円

1兆5,018億円
1,501.8 billion yen

33.0%

所得創出効果
income generating effects

19万790人
190,790 employees

26.1%

神戸市内の雇用者の合計
73万1,378人

雇用創出効果
Job creation effects

１．港湾の役割

（３）神戸港がもたらす経済効果

・ 神戸港による市内の所得創出効果は、年間1.5兆円（全体の33％）

・ 神戸港に関わる市内の就業者数は、19.1万人（全体の26％）

出典：神戸港の経済効果（Ｒ2.3公表）
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２. 神戸港の紹介
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（１）神戸港の規模

港湾区域 ：傍示川口右岸突端～堺川口左岸突端
海岸線延長 ：約126km
水面積 ：9,171ha
臨港地区陸域面積 ：2,104ha 

２．神戸港の紹介（概要や歴史）

神戸市役所（三宮）



7

＜昭和34年＞

＜明治40年＞＜明治5年＞

（２）神戸港の歴史

２．神戸港の紹介（概要や歴史）

＜大正6年＞



8

ポートアイランド

ポートアイランド（第２期）

六甲アイランド

新港東埠頭 摩耶埠頭
兵庫埠頭

（２）神戸港の歴史

2．神戸港の紹介（概要や歴史）

＜昭和45年＞

兵庫埠頭
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：物流空間

（２）神戸港の歴史【高度経済成長期】

2．神戸港の紹介（概要や歴史）

明治末期～大正

昭和42年～

昭和45年～
(－12ｍ）

(－14ｍ）

昭和60年～
(－13ｍ）

平成6年～
(－14ｍ）

平成8年～
(－15ｍ）

平成22年～
－15ｍ ⇒ －16ｍ

(－16ｍ）
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（３）神戸港のコンテナ取扱貨物量の推移

2．神戸港の紹介（概要や歴史）
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年

輸出 輸入 内貿

291.6万TEU
【世界6位】

Ｈ30年

約294万TEU
*過去最高

リーマン･ショック
(平成20年9月)

阪神淡路大震災
(平成7年1月)

R3年

約282万TEU
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（４）世界主要港のコンテナ取扱貨物量の推移

2．神戸港の紹介（概要や歴史）
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３. 港湾機能の強化
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３．港湾機能の強化

（１）神戸港将来構想（平成29年7月策定）

・概ね30年後を見据えた、神戸港が目指すべき将来像を示したもの

・「港湾・産業」「にぎわい・都市」の分野ごとにコアプロジェクトを設定

「港湾・産業」
グローバルなサプライチェーンの中で

新たな価値を生み出す港
～神戸国際ロジスティクスパーク構想～

「にぎわい・都市」
ラグジュアリーな時・場・出会いで、

新たな価値を生み出すみなと
～世界を魅了するウォーターフロント構想～
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３．港湾機能の強化

（２）神戸港中期計画（令和4年12月策定）

・将来構想に基づき、今後概ね10年間に取り組むべき内容や方向性を示した計画

・「港湾・産業」「にぎわい・都市」の分野ごとに方向性を設定

■方向性
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【目指すべき位置付け】

 国内貨物の集約・コ

スト低減による基幹

航路の維持・拡大

 中国等アジアの急速

な経済発展への対応

【国際コンテナ戦略港湾】

 港湾におけるコスト低減策

の集中

 基幹航路で運ばれる国内貨

物を集約するメインポート

を「選択」と「集中」によ

り確立する

【目標】

 北米・欧州をはじめ、多

方面・多頻度の直航サー

ビスの拡充

 アジア発着貨物の国際コ

ンテナ戦略港湾における

トランシップの促進

京浜釜山

北米航路

欧州航路

欧州・アフリカ航路

阪神

内航フィーダー
北米・中南米航路

国際コンテナ戦略港湾の目標

香港

高雄

北米航路

阪神
京浜釜山

北米航路

欧州航路

欧州航路

北米航路

海外フィーダー

日本の港湾の現状

高雄

香港

北米航路

豪州航路

（３）国際コンテナ戦略港湾政策

３．港湾機能の強化



16
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新型コロナウイルス感染症による便数減

（４）クルーズ振興

３．港湾機能の強化

106

31

59

神戸ポートターミナル

中突堤旅客ターミナル

瀬戸内クルーズ

スペクトラム・オブ・ザ・シーズ
（乗客定員：4,246名）



17

４. 港湾の脱炭素化
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（１）カーボンニュートラルポート（ＣＮＰ）形成

４．港湾の脱炭素化

六甲アイランド

ポートアイランド

：電力の供給

：水素の供給

：コンテナターミナル

凡 例

神戸空港

都心エリア

姫路港等から
輸入水素を二次輸送

提供：HySTRA

水素受入・輸送拠点

神戸空港の脱炭素化
（再エネ、水素、e-メタン、SAF等の活用）

電力供給拠点

水素CGS

対象船：内航船

R6春頃供用予定

陸電の導入

陸電の導入

ブルーカーボン

R5秋頃供用予定

対象船：練習船

CNP実証フィールド
（脱炭素化推進地区）水素供給拠点

「港湾」と「空港」
の連携

港湾ターミナル内

再エネ導入

上屋PV導入検討

荷役機械等の電化

荷役機械等のFC化 照明LED化、PV導入

ヤード内照明
太陽光発電

定置型燃料電池の導入
再エネ電力
への切替

陸電の導入

陸電

出入船舶・車両

ターミナル外（共通の取組みを含む）

RTG 構内トラック

出典：トヨタ自動車

国内グリーン
水素の輸送

モーダルシフトの推進
バンカリング拠点化

CONPAS等による効率化

トラック、船舶等の燃料転換

：水素等の取組

：電化等の取組

再エネ導入

屋上PV導入検討

陸電の導入（船側の対応）

省エネ等の徹底 再エネ電力の導入・切替

e-メタンの活用

水素ST整備、FC化の推進

ブルーカーボン活用

水素・アンモニア発電

CO２貯留建材の活用

製造プロセスの電化

：その他の取組

CO2

H2

CH4

都市ガス
導管

メタネーション

H2

NH3

CO2―
既存発電所の燃料転換

LNGバンカリング船
＜水素、燃料アンモニア等の検討＞ FCトラック 水素燃料船

＜水素、アンモニアの次世代燃料の活用＞

R5春頃運用予定

電気推進船の導入

提供：Almatech
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（２）ブルーカーボンの取組み

４．港湾の脱炭素化

シダモク(アカモク)

タマハハキモク

ワカメ

神戸空港島

ポートアイランド(第2期)

メリケンパーク

水深3～5mの太陽光が届く浅場を形成
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５. ウォーターフロント再開発
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5．ウォーターフロント再開発（都心WF）

① ②

③

④ ⑤

①ポートタワーリニューアル
（令和6年完了予定）

②回遊性の向上

③神戸ポートミュージアム（atoa） ④第1・第2突堤間マリーナ ⑤第2突堤アリーナ
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①須磨海浜水族園の再整備（2024年完了予定）

5．ウォーターフロント再開発（須磨海岸）

海上航路実証実験（淡路）

導線改修

利便性向上

回遊導線検討

砂浜スポーツイベントの開催

①

①

②海上航路実証実験

②②

①

③
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６. 神戸空港の国際化
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6. 神戸空港の国際化（１）空港の概要

利用状況の推移

過去最高
1 4 1隻
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67.0 

77.4 
79.4 80.7 

75.8 

46.4 

48.1

67.6

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

0

50

100

150

200

250

300

350

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

旅客数(百万人) 利用率(％)

開港日 平成18年２月16日

設置管理者 神戸市

運営者
関西エアポート神戸
（平成30年４月から）

運用時間 ７時～23時（16時間）

アクセス

三宮から約８ｋｍ
（ポートライナーで約18分)

（空港アクセスバスで約22分）
関空から約24ｋｍ

（ベイ・シャトルで約30分）

滑走路 ２，５００m×１本

※R４年度は令和４月～令和５年１月実績
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6. 神戸空港の国際化（２）関西３空港懇談会

令和４年９月１８日に開催された「第１２回関西３空港懇談会」において、

将来における神戸空港の国際化と国内線の運用拡大が合意

具体的な合意内容

○2025年

・国内線の発着枠を拡大（１日最大80回 ⇒ 120

回）

・国際チャーター便の運用開始

○2030年前後

・国際定期便の運航（１日最大40回）

関西空港

①24時間

②上限なし

③国際線、国内線

伊丹空港

①7:00～21:00

②370回

③国内線
（H6関空に
国際線を移管）

神戸空港

①7:00～23:00

②80回

③国内線
（H18開港時か
ら）

①運用時間

②発着枠
（１日あたり最大）

③就航路線
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令和５年度の主な実施事業：空港の機能強化

6. 神戸空港の国際化（３）神戸空港の国際化への対応

空港基本施設
（エプロン⻄側拡張）

工事着手

完了サブターミナル
設計・工事着手

駐車場、構内道路

周辺計画道路 設計・工事完了

2023年度 2024年度

サブターミナル(イメージ)

歩行者デッキ（イメージ）

・空港島将来ビジョン策定

・空港基本施設整備（エプロン⻄側拡張）

・サブターミナル整備

・駐車場、構内道路、周辺計画道路の整備

・海上アクセスターミナルとの歩行者デッキ整備の検討
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是非一緒に
未来の神戸港を作っていきましょう！


